
SANYO

PRODUCT

TOPICS

サンヨ
ー

プロダ
クト

トピッ
クスエンジンオイルの

粘度を安定に保つ
深刻化する地球温暖化問題を解決するためには、

自動車のCO₂排出量低減は避けて通れない問題です。

各国でCO₂削減目標が掲げられるなか、自動車の省燃費化を進め、

CO₂排出量低減に貢献する製品を紹介します。
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エ
ン
ジ
ン
の
血
液
と
も

い
え
る
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

自
動
車
業
界
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
エ

ン
ジ
ン
の
性
能
向
上
や
空
力
改
善
、
車

体
の
軽
量
化
な
ど
、Ｃ
Ｏ
²
排
出
削
減

に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
エ
ン
ジ
ン
オ
イ

ル
の
性
能
向
上
も
そ
の
な
か
の
一
つ
で

す
。自

動
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
心
臓
に
例
え

る
と
、
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
は
エ
ン
ジ
ン

内
部
を
循
環
す
る
血
液
と
い
え
ま
す
。

高
速
で
動
く
金
属
部
の
摩
耗
や
焼
き
付

き
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
ピ
ス
ト
ン
と
シ

リ
ン
ダ
ー
間
の
気
密
性
を
保
つ
こ
と
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
ロ
ス
を
低
減
し
、
燃
費
を

向
上
さ
せ
る
役
割
も
果
た
し
ま
す
。
エ

ン
ジ
ン
オ
イ
ル
は
、
鉱
物
油
や
合
成
油

か
ら
な
る
ベ
ー
ス
オ
イ
ル
と
添
加
剤
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
添
加
剤
が
果
た

す
役
割
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
オ
イ
ル

の
粘
度
調
整
は
、
添
加
剤
の
重
要
な
役

割
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

エ
ン
ジ
ン
の
保
護
や

省
燃
費
を
左
右
す
る

オ
イ
ル
粘
度

粘
度
と
は
、
液
体
の
粘
り
に

よ
る
流
れ
に
く
さ
の
こ
と
で

す
。
液
体
は
、
高
温
に
な
る
と

さ
ら
さ
ら
の
低
粘
度
の
状
態
に

な
り
、
低
温
に
な
る
と
粘
り
が

強
い
高
粘
度
の
状
態
に
な
り
ま

す
。

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の
場
合
、
エ
ン
ジ

ン
始
動
時
な
ど
低
温
時
に
は
低
粘
度
の

方
が
燃
費
は
向
上
し
ま
す
が
、
高
速
走

行
時
な
ど
の
高
温
に
な
る
に
つ
れ
て
粘

度
が
下
が
り
す
ぎ
る
と
、
油
膜
厚
の
低

下
で
エ
ン
ジ
ン
の
保
護
性
能
が
悪
化
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
温
度
に
よ
る
粘
度

変
化
の
少
な
い
も
の
が
高
性
能
オ
イ
ル

と
さ
れ
ま
す
。

温
度
に
よ
る
粘
度
の
変
化
は
粘
度
指

数
で
表
さ
れ
、
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
温

度
変
化
に
対
す
る
粘
度
変
化
が
小
さ
い

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
粘
度
指
数
の
大

き
い
オ
イ
ル
は
、
低
温
時
に
低
粘
度
で

も
、
高
温
時
の
粘
度
が
低
く
な
り
す
ぎ

な
い
た
め
、
省
燃
費
と
エ
ン
ジ
ン
保
護

を
両
立
で
き
る
の
で
す
。

温
度
に
よ
る
粘
度
変
化
を

さ
ら
に
低
減
し
た
Ｖ
Ｉ
Ｉ

『
ア
ク
ル
ー
ブ
』シ
リ
ー
ズ

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
に
添
加
し
、
温
度

変
化
に
伴
う
粘
度
変
化
を
低
減
す
る
の

が
粘
度
指
数
向
上
剤
（
Ｖ
Ｉ
Ｉ
）
で
す
。

主
成
分
は
油
溶
性
の
ポ
リ
マ
ー
。
オ
イ

ル
に
添
加
し
た
場
合
、
高
温
で
は
原
子

が
つ
な
が
っ
た
ひ
も
（
分
子
鎖
）
が
伸

び
広
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
オ
イ
ル
の
粘

度
低
下
を
カ
バ
ー
し
、
低
温
で
は
分
子

鎖
が
収
縮
し
て
粘
度
を
上
昇
さ
せ
な
い

働
き
を
し
ま
す
。

こ
の
Ｖ
Ｉ
Ｉ
に
は
Ｏ
Ｃ
Ｐ
系
と
Ｐ
Ｍ

Ａ
系
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。Ｏ
Ｃ
Ｐ

系
は
低
コ
ス
ト
で
す
が
、
オ
イ
ル
に
溶

け
や
す
い
た
め
、
低
温
で
も
分
子
鎖
が

広
が
っ
た
ま
ま
粘
度
が
高
く
な
る
と
い

う
短
所
が
あ
り
ま
す
。
一
方
の
Ｐ
Ｍ
Ａ

系
は
適
度
に
溶
け
に
く
い
特
性
が
あ
る

た
め
、
低
温
で
は
分
子
鎖
が
収
縮
し
、

粘
度
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

省
燃
費
へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
か
ら
、

近
年
は
Ｐ
Ｍ
Ａ
系
が
需
要
を
伸
ば
し
て

い
ま
す
。

三
洋
化
成
の
『
ア
ク
ル
ー
ブ
』
シ
リ
ー

ズ
は
、
こ
の
Ｐ
Ｍ
Ａ
系
の
Ｖ
Ｉ
Ｉ
で
す
。

特
殊
な
設
計
に
よ
り
他
社
製
品
と
比
べ

て
高
温
時
の
保
護
性
能
を
保
っ
た
ま
ま

低
温
で
の
オ
イ
ル
粘
度
を
よ
り
低
く
保

て
る
た
め
、
さ
ら
な
る
燃
費
向
上
が
図

れ
ま
す
。
２
０
２
０
年
５
月
に
は
新
た
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に
Ｇ
Ｆ

－

６
対
応
グ
レ
ー
ド
を
追
加
。

添
加
量
の
低
減
で
低
コ
ス
ト
を
実
現
し

た
『
ア
ク
ル
ー
ブ 

V

－

6
0
1
0
』、

省
燃
費
性
に
優
れ
る『
ア
ク
ル
ー
ブ 

V

－

6
0
5
0
』、
最
も
低
粘
度
な
オ
イ
ル

０
Ｗ

－

16
規
格
に
対
応
可
能
な
『
ア
ク

ル
ー
ブ 

V

－

7
0
1
0
』
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
製
品
を
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
示
す
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や

気
候
変
動
対
策
に
貢
献

『
ア
ク
ル
ー
ブ
』
シ
リ
ー
ズ
は
現
在
、

Ｐ
Ｍ
Ａ
系
で
は
国
内
シ
ェ
ア
１
位
、
海

外
で
も
２
番
手
の
シ
ェ
ア
が
あ
り
、
世

界
の
自
動
車
の
省
燃
費
化
や
Ｃ
Ｏ
²
削

減
を
通
し
て
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
示
す
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
や
気
候
変
動
対
策
に
も
貢

献
す
る
製
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

世
界
の
自
動
車
保
有
台
数
は
今
後
も

さ
ら
に
増
大
す
る
と
み
ら
れ
て
お
り
、

一
部
は
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
へ
移
行

す
る
も
の
の
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど

の
エ
ン
ジ
ン
車
は
、
ま
だ
ま
だ
メ
イ
ン

で
市
場
を
形
成
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
深
刻
化
す
る
地
球
環
境
問
題
か
ら

Ｃ
Ｏ
²
の
削
減
が
よ
り
一
層
叫
ば
れ
る

今
、
自
動
車
の
省
燃
費
化
に
貢
献
す
る

Ｖ
Ｉ
Ｉ
に
は
、
さ
ら
な
る
高
性
能
化
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
洋
化
成
は
今

後
も
引
き
続

き
開
発
を
続

け
、
よ
り
高

性
能
な
製
品

を
市
場
に
送

り
出
し
て
い

き
ま
す
。
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当社製品をお取り扱いいただく際は、当社営業までお問い合わせください。また必ず「安全データシート」（SDS）を事前にお読みください。
使用される用途における適性および安全性は、使用者の責任においてご判断ください。

エンジンルームに

アクルーブ
V- 7010

アクルーブ
V- 6050

アクルーブ
V- 6010

アクルーブ
V- 5000（当社従来品）

0W- 16 0W- 20 0W- 20 xW- 30/40

6.3 12.2 7.8 6.5

2.3 2.6 2.6 2.9

4.40 100℃

150℃

4.65 4.86 6.05

26.640℃ 33.1 31.8 39.2

6.36100℃ 8.40 8.02 9.15

206 246 241 227

■『アクルーブ』シリーズの一例

GF- 6対応 GF- 5対応

推奨オイルグレード

添加量（％）

HTHS粘度
(mPa･s)*¹

動粘度
(mm²/s)*²

粘度指数

＊１：ASTM D4683 、＊2：ASTM D445
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